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1.会社概要

会社名 株式会社 トリドールホールディングス

主な事業内容 飲食業を中心とする傘下子会社の経営管理

主なブランド

讃岐うどん専門店「丸亀製麺」

ハワイアンパンケーキカフェ「コナズ珈琲」

切り立て牛肉専門店「肉のヤマキ商店」

米粉麺のヌードルチェーン「譚仔雲南米線」「譚仔三哥米線」など

設立

平成2年6月11日有限会社トリドールコーポレーション設立

平成7年10月28日株式会社トリドールに組織変更

平成28年10月1日持株会社体制移行に伴い株式会社トリドールホールディングスに
商号変更

資本金 4,519 百万円（2022年3月末現在）

本社

〒150-0043

東京都渋谷区道玄坂1-21-1 渋谷ソラスタ19階

TEL：03-4221-8900(代表) FAX：050-3156-0890(代表)

代表取締役 【代表取締役社長兼 CEO （最高経営責任者）】 粟田 貴也

主な関係会社

株式会社丸亀製麺
株式会社肉のヤマキ商店
株式会社トリドールジャパン
株式会社ZUND
株式会社アクティブソース
Tam Jai International Co. Limited
MC Group Pte. Ltd
WOK TO WALK FRANCHISE B.V.
台湾東利多股份有限公司
MARUGAME UDON USA, LLC

環境担当部門
トリドールホールディングス サステナビリティ推進部 環境マネジメント課

Mail： ems@toridoll.com
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【2023年3月現在】

mailto:ems@toridoll.com


トリドールグループの主なブランド紹介
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本格的な讃岐うどんのおい
しさを、セルフ形式で。国内
全ての店舗で「打ち立て」
「茹でたて」をお出ししていま
す。

一杯づつドリップで淹れるハ
ワイのコナコーヒーとふわふ
わ生地が自慢のパンケーキ
を提供するハワイアンカフェ。

切りたての牛肉で作る焼肉丼、
総菜のお店です。鉄板や炭火
などの調理方法でお客様に切
りたて肉の美味しさを提供させ
ていただきます。

豚肉のカットから衣付け、仕
上げまで、お客様の目の前
で全て行う素材にこだわり抜
いた、切りたて、揚げたての
とんかつ専門店です。

家族みんなで楽しめる本格
炭火焼鳥店。毎日店内で串
を打ち、丁寧に炭火で焼き
上げています。

店内製麺したもっちり中太麺
と、神戸下町の濃厚な味わ
いが特長の焼きそば専門店
です。

https://www.marugame-seimen.com/?_ga=2.126087629.1319077801.1580535852-1435119611.1562651052
https://www.marugame-seimen.com/?_ga=2.126087629.1319077801.1580535852-1435119611.1562651052
https://www.toridoll.com/shop/toridoll
https://www.toridoll.com/shop/toridoll


2.対象範囲 【2023年３月現在】

4

トリドール
ホールディングス

国内外子会社等

国外他ブランド等 丸亀製麺営業部

認証取得１０店舗

代表取締役社長

丸亀製麺営業部 認証取得対象店舗SV

株式会社丸亀製麺

認証取得対象部署 所在地

株式会社トリドールホールディングス
CSR推進室

東京都渋谷区道玄坂１－２１－１
渋谷ソラスタ19階

株式会社トリドールジャパン
丸亀製麺営業本部

東京都渋谷区道玄坂１－２１－１
渋谷ソラスタ19階

丸亀製麺 昭島モリタウン店
東京都昭島市田中町562-1
モリタウン東館2F

丸亀製麺 イオンモール日の出店
東京都西多摩郡日の出町大字平井字三吉野桜木237-3
イオンモール日の出3F

丸亀製麺 立川店 東京都立川市栄町3-5-1

丸亀製麺 あきる野店 東京都あきる野市秋川6-7-10

丸亀製麺 立川若葉店 東京都立川市若葉町3-8-1

丸亀製麺 八王子店 東京都八王子市楢原町623-1

丸亀製麺 昭島店 東京都昭島市郷地町3-1-3

丸亀製麺 イオンモール多摩平の森店
東京都日野市多摩平2-4-1
イオンモール多摩平の森1F

丸亀製麺 武蔵府中ル・シーニュ店
東京都府中市宮町1-100
ル・シーニュ1F

丸亀製麺 福生店（2022年3月閉店） 東京都福生市福生1067-5



３．環境活動の推進体制 【2023年3月現在】
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ホールディングス
取締役会

委員会事務局
運営：環境マネジメント課

環境委員会
委員長：サステナビリティ推進部長

サステナビリティ推進
委員会

㈱トリドールホールディングス

㈱丸亀製麺

・全体計画の立案
・文書の作成、管理
・一般教育の実施
・システム運用上の事務管理【丸亀営業本部】

イ
オ
ン
モ
ー
ル

多
摩
平
の
森
店

昭
島
店

モ
リ
タ
ウ
ン

昭
島
店

立
川
若
葉
店

八
王
子
店

立
川
店

イ
オ
ン
モ
ー
ル

日
の
出
店

あ
き
る
野
店

武
蔵
府
中

ル
・シ
ー
ニ
ュ
店

本部長
営業部長

CMGR
SV・店舗の改善計画立案

・実施状況の確認、記録

・システムの推進責任を持つ
・システムの実績をリスクマネジメント委員会
を通して取締役に報告

・環境方針を定める
・環境管理責任者を指名
・資源（人材･資金･技術）の用意
・システムを見直す

・環境目標の実施
・法令遵守
・緊急事態への対応



4.環境経営方針

私たち、トリドールグループは、自然の恵み
である「食」を扱う企業の責任として、下記の
4つの行動基準のもと環境問題に積極的に
取り組み、社会の持続的発展に貢献します。

１．持続可能な社会へ

私たちは、事業活動が環境に与える影響を正しく理解し、社会の持続的発
展に向けて、温室効果ガスの排出抑制と、資源の有効活用に取り組みます。

２．法令の遵守

私たちは、環境に関する法規制を遵守し、社会的要求事項についても自主
的に目標を定めて推進します。

３．環境に配慮した開発と人づくり

私たちは、環境に配慮した店舗、商品、サービスの開発と、環境意識の高
い人材の育成を推進します。

４．環境マネジメント

私たちは、環境目標を設定し、目標達成のための行動計画を定め、継続的
な環境負荷の低減を目指します。

改訂日：2019年12月1日

制定日：2017年3月17日

株式会社トリドールホールディングス
代表取締役 粟田 貴也
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5.環境経営目標:トリドールホールディングス
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【目標設定について】
※食品廃棄物の排出量削減及びリサイクル率向上を最優先の環境課題として解決に取組む。

※自らが生産・販売・提供する製品の環境性能の向上及びサービスの改善については、環境配慮型のレジ袋導入
を行った。
※化学物質使用量の削減については、使用そのものが無いため目標からは除外する。

項目 主な取組、検討課題 目標数値項目
2019年度
実績

2020年度
実績

2021年度
実績

2022年度
目標

2023年度
目標

2024年度
目標

2025年度
目標

食品廃棄物
排出量削減

・麺廃棄の取組
・油カス搾り機の導入
・丸亀製麺以外の取組

排出量
原単位

（㎏/百万円）

250 258.5 231.8 170 150 140 130

食品リサイクル
率の向上

・生ゴミ処理機の導入
・リサイクルループの構築
・飼料化、肥料化、燃料化の推進

再生利用等実
施率 14% 15% 15% 30% 40% 50% 55%

CO２
排出量削減

・省エネ釜の導入
・店舗照明のLED化
・再生可能エネルギーの導入

総排出量
（kt-CO2） 131 122.5 113 150 150 150 150

排出量
原単位

（t-CO2/百万円）

1.14 1.28 0.96 0.86 0.77 0.68 0.60 

水資源の
有効活用

・水量調整バルブの導入
・各種節水対策の取組

使用量
原単位

（㎥/百万円）

46.6 45.7 35.0 51.4 50.9 50.4 49.9 

環境マネジメント
システムの導入

・エコアクション21の導入 導入店舗数
丸亀製麺
10店舗

丸亀製麺
10店舗

丸亀製麺
10店舗

丸亀製麺
全店

トリドール
ジャパン
肉のヤマキ

全店



6.環境データ
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【トリドールホールディングス全体：2017年～2021年度データ】

【エコアクション認証範囲店舗：2021年度データ】

※電気事業者別排出係数（2019年度）
東京電力：0.000475【t-CO2/kWh】
中部電力：0.000476【t-CO2/kWh】

※水道使用量は2018年度より計測開始

トリドールホールディングス
全社集計

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

売上【千万円】 116,504 145,022 156,478 134,760 153,355
エネルギー消費量

65,774 68,909 70,673 66,816 64,509
【原油換算 ｋｌ】

エネルギー消費量
0.6486 0.6574 0.624 0.6972 0.5391

【売上原単位 /m¥】

内
訳

電力【kWh】 213,604 219,059 222,459 213,175 208,600

液化石油
ガス【kg】

3,322 4,630 4,653 3,999 3,560

都市ガス
【㎥】

5,565 5,664 6,291 5,709 5,281

CO２排出量 【t-CO2】 134,385 134,930 132,996 122,857 113,348

CO２排出量
1.325 1.287 1.174 1.282 0.96

【売上原単位 t-CO2/m¥】

水道使用量【㎥】 - 5,012,886 5,282,026 4,327,080 3,447,009
水道使用量

- 53.6 46.6 45.1 35.9
【売上原単位 /m¥】

食品廃棄物【t】 24,836 28,388 20,938 19,852 19,026
食品廃棄物

244.9 270.8 250 258.5 231.8
【売上原単位 kg /m¥】

再生利用等実施率
17.50% 13.30% 14.20% 14.70% 14.90%

【全社推計】

※SCが全テナントの廃棄物を一

括して排出事業者として管理し
ているため管理対象から除外

店舗別年間集計（2019年度）

110226 110396 110625 110854 110739 110992 110934 110178 110044 110160

立川 あきる野 立川若葉 昭島 八王子 ル・シ-ニュ AM多摩平 AM日の出 昭島MT 福生

エネルギー消費量
52 74 70 67 59 67 41 44 49 42

【原油換算 ｋｌ】

エネルギー消費量
0.47 0.78 0.50 0.612 0.64 0.48 0.43 0.46 0.58 0.49

【売上原単位 /m¥】

内
訳

電力 【kWh】 ※167,775 295,649 278,658 267,448 236,747 164,478 89,652 73,663 80,301 129,525

液化石油ガス
【 kg】 7,877 - - - - - - - - 7,358

都市ガス 【㎥】 - - - - - 22,632 16,228 22,356 25,295

CO２排出量【t-CO2】※ 107 146 138 132 117 134 82 88 98 88

CO２排出量
0.98 1.53 0.99 1.21 1.28 0.96 0.86 0.92 1.17 1.0353

【売上原単位 t-CO2/m¥】

水道使用量【㎥】 3,065 3,237 3,374 3,839 3,178 5,527 3,277 3,636 4,307 4,512

水道使用量
28.1 33.9 24.3 35.0 34.9 39.7 34.1 38.0 51.3 53.1

【売上原単位 /m¥】

食品廃棄物 【kg】 23,876 8,627 17,146 19,788 11,288 30,607 14,809
食品廃棄物

201.2 94.9 340.5 ー 119.3 301.9 174.2【売上原単位 kg /m¥】

11%再生利用等実施率【 %】 0% 100％. 0% 0% 0% 100%



7.環境経営目標・実績（10店舗合計）
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【2021年４月～2022年３月の環境負荷目標と実績】

対象項
目 数値項目 単位 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

評価
売上 売上前年比 ％ 255.8 174.8 113.6 118.9 96.3 105.4 102.0 101.6 110.2 122.2 109.9 117.7 118.1

電力

電気使用量（実績） kWh 130,205 137,063 139,380 164,576 175,058 164,992 144,508 136,864 147,669 159,646 147,493 136,442 1,783,896

未達成
電気使用量（目標） kWh 108,751 107,565 138,947 157,900 192,549 169,408 141,863 140,928 152,892 146,873 120,691 117,354 1,695,721

目標達成率 ％ 84% 78% 100% 96% 110% 103% 98% 103% 104% 92% 82% 86% 95%

前年比 ％ 119% 126% 99% 103% 90% 96% 101% 96% 96% 108% 121% 115% 104%

LPガ
ス
*1

ガス使用量（実績） kg 1416 1323 1255 1218 1223 1168 1145 1283 1353 1318 1333 1201 15,235

達成
ガス使用量（目標） Kg 1367 1205 1244 1180 1287 1307 1264 1329 1388 1314 1319 1132 15,335

目標達成率 ％ 97% 91% 99% 97% 105% 112% 110% 104% 103% 100% 99% 94% 101%

前年比 ％ 103% 109% 100% 102% 94% 89% 90% 96% 96% 99% 100% 105% 98%

都市
ガス
*1

ガス使用量（実績） ㎥ 7,853 4,906 6,848 7,449 6,974 7,069 7,790 8,218 9,053 7,297 7,938 8,096 89,491

未達成
ガス使用量（目標） ㎥ 3111 3371 6746 8184 8049 6815 8167 7862 8424 7955 6571 7088 82,341

目標達成率 ％ 40% 69% 99% 110% 115% 96% 105% 96% 93% 109% 83% 88% 99%

前年比 ％ 250% 144% 100% 90% 86% 103% 94% 103% 106% 91% 120% 113% 108%

CO2
*2

CO2排出量（実績）
t-

CO2
84 85 86 100 104 99 90 88 95 97 93 87 1,119

未達成
CO2排出量（目標）

t-
CO2

69 68 91 103 120 106 95 95 102 98 82 83 1,112

目標達成率 ％ 82% 80% 106% 103% 115% 107% 106% 108% 107% 101% 88% 96% 99%

前年比 ％ 121% 125% 94% 97% 87% 93% 95% 93% 93% 99% 113% 105% 100%

水道
*3

水道使用量（実績） ㎥ 4189 1930 4061 2193 4943 2303 4155 2216 4101 2005 3533 2303 37,932

達成水道使用量（目標） ㎥ 1571 2232 3605 3862 4522 3797 4027 4027 4142 3305 3142 3699 41,931

目標達成率 ％ 38% 116% 89% 176% 91% 165% 97% 182% 101% 165% 89% 161% 111%

前年比 ％ 264% 86% 112% 56% 108% 60% 102% 54% 98% 60% 111% 62% 90%

廃棄
物
*4

食品廃棄物量（実績） ㎏ 6,459 9,708 9,922 9,642 10,494 9,972 9,682 9,895 9,112 9,194 9,398 7,855 111,333

達成
食品廃棄物量（目標） ㎏ 8726 7812 11689 11545 11542 10665 10296 10942 10304 10120 9715 8831 122,188

目標達成率 ％ 135% 80% 118% 120% 110% 107% 106% 111% 113% 110% 103% 112% 110%

前年比 ％ 73% 123% 84% 83% 90% 93% 93% 90% 88% 90% 96% 88% 90%

再生利用等実施量（実績） ㎏ 1,028 3,670 4,038 3,832 4,369 3,849 3,614 3,745 3,859 4,077 4,087 3,455 43,623

未達成

再生利用等実施量（目標） ㎏ 2437 1875 5214 5138 5195 5088 4894 4978 4788 4961 4956 4822 54,345

目標達成率 ％ 42% 196% 77% 75% 84% 76% 74% 75% 81% 82% 82% 72% 80%

前年比 ％ 44% 206% 82% 79% 89% 80% 78% 79% 85% 87% 87% 75% 90%

再生利用等実施率 ％ 16% 37% 40% 39% 41% 38% 37% 37% 42% 44% 43% 43% 39%



8.環境活動計画および取組実績
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【環境活動計画】

店長の手引き「フードマネジメント」、「経費
コントロール」項目から抜粋し、責任者教育、
従業員教育と順を追って実施。

●今期取組内容
Ⅰ．フードマネジメント
①仕込表の運用
②発注表の運用
③食材ロス管理表の運用
Ⅱ．水光熱取組
➀釜の火力・さし湯量の調整
➁3層シンクの運用
➂丼シンクの氷煎運用
➃水道メータ値の記録

環境活動_店舗取組確認表

環境活動_店舗取組確認表 確認日： 2022年12月18日9：30~17:30 確認者：須川 晏朱

取組 効果項目 環境活動計画内容 判断基準 達成率
評価

【達成率70%以上
で達成】

次年度の取組

水光熱
取組

電気・ガス・水
釜の調整
①釜のON時間はマニュアル通り
か

オープン75分前に釜電源
ONができている 100% 【達成】

引き続き、店内放送にて75分前に電源ON
することを周知する。

電気・ガス・水
釜の調整
②釜火力管理シートの掲示があ
り、運用しているか

時間帯別釜火力シートが
掲示できている 66% 【未達成】

組織変更により人員が大きく変わっても、最
新版の釜管理シートを作成し、掲示する習
慣づけを行う。

電気・ガス・水
釜の調整
③差し湯温度、湯量調整がされ
ているか

火力シートを元に火力、水
量調整ができている 66% 【未達成】

上記の管理シートをもとに火力調整を行う
教育のし直しを行う。

水
水道メーター数値報告
朝のメーター入力がされているか

水道メータをデイリーチェッ
クに打ち込んでいる 90% 【達成】

入力は概ね出来ており、結果のフィード
バックも毎週行っている。

フード
コントロー

ル

食品ロス
一般廃棄物

仕込み表の運用
ランチディナーともに報告が出来
ている状態

仕込表があり、80%以上記
入されている 100% 【達成】

出来ていない店舗の担当店長に毎週の仕
込み表更新を指導している。

食品ロス
一般廃棄物

発注書の運用
残数発注数の記載があり、発注
定数が8割以上正しい

①発注表があり、正しい発
注定数が記載されている
②残数の記載が80%以上
あり
③発注数が（発注定数）ー
残数）と80%以上一致して
いる

100% 【達成】
出来ていない店舗の担当店長に毎週の発
注書定数更新を指導している。

食品ロス
一般廃棄物

ロス管理
①麺廃棄表運用
→掲示されて、記入している

①廃棄麺の計量をおこな
い、廃棄表に毎日記載さ
れている
②ツールに入力されている

100% 【達成】 計量・記録が継続的に実施されている。

食品ロス
一般廃棄物

ロス管理
②ロス管理表に記録を残している

ロス管理ツールに麺廃棄
量および他の項目が入力
されている

100% 【達成】
ロス管理表への記入、ＰＣへの入力が行わ
れており毎週結果のフィードバックも継続し
ている。

【総 括】
毎週更新が必要なツールにまだ漏れがあり今後の課題。

【指摘内容】
釜火力管理シートを用いて、省エネ推進を行う。

【維持改善への提案】
釜火力管理シートの更新は担当ＳＶが毎週確認し、ＳＶが投稿する。



9.環境関連法規等の遵守状況
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制定 例規名 必要事項

法律
地球温暖化対策の推進に
関する法律（温対法）

※省エネ法の定期報告書提出を持って代替することができ
る

法律
フロン類の使用の合理化
及び管理の適正化に関する

法律

簡易点検記録の作成
定期点検の実施(一定出力以上)
漏えいや故障等が確認された場合の修理を行うまでのフロ
ン類の充塡の原則禁止
年間 1000t－CO2以上漏えいしている場合、算定漏えい
量等を国に報告
機器にフロン類を充塡又は回収する場合、「第一種フロン類
充塡回収業者」に委託する
機器を廃棄する場合は「第一種フロン類充塡回収業者」に引
き渡す
機器の廃棄後3年間引取証明書・点検記録類を保管する

法律
エネルギーの使用の合理化
及び非化石エネルギーへの
転換等に関する法律

・毎年7月末までに定期報告書の作成・提出

・毎年7月末までに中長期計画書の作成・提出

法律
廃棄物の処理及び清掃に関
する法律(廃棄物処理法)

・排出事業者による管理責任を果たす
・有資格業者との文書による契約
・マニフェストによる工程管理
・保管基準の遵守(水銀使用製品産業廃棄物：蛍光灯を含
む)
・毎年６月末までに前年度のマニフェスト交付状況を都道府
県別に報告
・減量化計画提出

法律

容器包装に係る分別収集
及び再商品化の促進等に

関する法律
(容器包装リサイクル法)

・排出量排出抑制目標：１７０kg/売上百万円
・再生利用実施率目標：５０％（２０２５年度まで）

・毎年６月末までに定期報告書を提出

法律
食品循環資源の再生利用等
の促進に関する法律
(食品リサイクル法)

・再生処理費用の報告及び支払い

・毎年6月末までに定期報告書の提出

法律 浄化槽法
・毎年1回浄化槽の保守点検及び浄化槽の清掃
・毎年1回指定検査機関の行う水質に関する検査

※当社が遵守すべき法規制・条例に対する違反・指導はなかった
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制定 例規名 必要事項

条例 北海道
地球温暖化防止対策条例

・計画書は３年に１度、７月末まで

・実績報告書は毎年7月末まで

北海道循環型社会形成の推進
に関する条例施行規則

・産業廃棄物処理施設の現況調査等の確認記録(年
1回以上)

条例 岩手県
循環型地域社会の形成に関す

る条例
・産業廃棄物処理施設の現況調査等の確認記録(年
1回以上)

条例 宮城県
産業廃棄物の処理の適正化等

に関する条例
・産業廃棄物処理施設の現況調査等の確認記録(年
1回以上)

条例 福島県
福島県産業廃棄物処理指導要

綱
・産業廃棄物処理施設の現況調査等の確認記録

条例 茨城県 茨城県廃棄物処理要項 ・産業廃棄物処理施設の現況調査等の確認記録

条例 埼玉県 地球温暖化対策制度
・実績報告書は毎年７月末まで

・報告内容をＨＰで公開

条例 東京都
環境確保条例

・毎年８月末までに報告書を提出

・報告内容をＨＰで公開

下水道条例 ・グリース阻集器の設置

条例
神奈川
県

事業活動温暖化対策計画書制
度

・計画書は３年に１度、７月末まで

・実績報告書は毎年７月末まで

条例 静岡県
静岡県産業廃棄物の適正な処

理に関する条例
・産業廃棄物処理施設の現況調査等の確認記録(年
1回以上)

条例 新潟県
新潟県産業廃棄物等の適正な
処理の促進に関する条例

・産業廃棄物処理施設の現況調査等の確認記録

条例 愛知県
地球温暖化対策計画書制度

・計画書は３年に１度、７月末まで

・実績報告書は毎年７月末まで

廃棄物の適正な処理の促進に
関する条例施行規則

・産業廃棄物処理施設の現況調査等の確認記録(年
1回以上)

条例 岐阜県
岐阜県廃棄物の適正処理等に

関する条例
・産業廃棄物処理施設の現況調査等の確認記録

条例 三重県
三重県産業廃棄物の適正な処
理の推進に関する条例

・産業廃棄物処理施設の現況調査等の確認記録

9.環境関連法規等の遵守状況

※当社が遵守すべき法規制・条例に対する違反・指導はなかった
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制定 例規名 必要事項

条例 京都府
事業者排出量削減計画・報告・公表制

度

・計画書は３年に１度、７月末まで

・実績報告書は毎年７月末まで

・環境マネジメントシステムの導入義務
化

条例 大阪府 温暖化対策防止条例
・計画書は３年に１度、8月末まで

・実績報告書は毎年8月末まで

条例 岡山県 地球温暖化対策計画書制度
・計画書は３年に１度、８月末まで

・実績報告書は毎年８月末まで

条例 広島県
広島県生活環境の保全等に関する条

例
・産業廃棄物処理施設の現況調査等の
確認記録

条例 山口県 山口県循環型社会形成推進条例
・産業廃棄物処理施設の現況調査等の
確認記録

条例 香川県 香川県産業廃棄物処理等指導要綱
・産業廃棄物処理施設の現況調査等の
確認記録

条例 長崎県 長崎県産業廃棄物適正処理指導要綱
・産業廃棄物処理施設の現況調査等の
確認記録

条例 市町村
廃棄物の減量及び適正処理等に関す

る条例
・一般廃棄物減量計画の作成(指示が
あった場合)

条例 盛岡市
盛岡市廃棄物の減量及び適正処理等

に関する条例
・産業廃棄物処理施設の現況調査等の
確認記録

条例 仙台市
仙台市産業廃棄物の適正処理に関す

る指導要綱
・産業廃棄物処理施設の現況調査等の
確認記録

条例 郡山市 郡山市産業廃棄物処理指導要綱
・産業廃棄物処理施設の現況調査等の
確認記録

条例 いわき市 いわき市産業廃棄物処指導要綱
・産業廃棄物処理施設の現況調査等の
確認記録

条例 静岡市
静岡市産業廃棄物の適正な処理に関

する条例
・産業廃棄物処理施設の現況調査等の
確認記録(年1回以上)

条例 浜松市
浜松市産業廃棄物の適正な処理に関

する条例
・産業廃棄物処理施設の現況調査等の
確認記録(年1回以上)

条例 新潟市
新潟市産業廃棄物等の適正な処理の

促進に関する条例
・産業廃棄物処理施設の現況調査等の
確認記録

条例 名古屋市
名古屋市産業廃棄物等の適正な処理
及び資源化の促進に関する条例

・産業廃棄物処理施設の現況調査等の
確認記録

条例 豊田市
豊田市産業廃棄物の適正な処理の促

進等に関する条例
・産業廃棄物処理施設の現況調査等の
確認記録

条例 一宮市 産業廃棄物適正処理指導要綱
・産業廃棄物処理施設の現況調査等の
確認記録

9.環境関連法規等の遵守状況

※当社が遵守すべき法規制・条例に対する違反・指導はなかった



10. その他の環境関連の取り組み
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・茹で麺管理表による食品ロス削減
茹で麺管理表という、うどんを茹でるタイミングと
量を管理するツールを開発。1日の売上予測を基

に、時間帯ごとの来客数を予測し、それにそくし
たタイミング・量を把握することができる。出来立
てのうどんを提供することと、廃棄される茹で麺
の量を一キロでも少なくすることを両立させること
を目指す。

・外食初のZEB認証店舗へ
省エネと創エネを活用することで、年間で消費す
る一時エネルギー量がゼロとなる「ネット・ゼロ・
エネルギー・ビル（ZEB）」の認証取得店舗を鈴鹿
店で目指している。実現すれば外食産業ではZEB
店舗は初事例。

・節水の取り組み
「オートストップ水栓」「バブル90」「定流量弁」など、

厨房内の各水栓に用途に合わせた節水器具を
取り付けることで、設備改善、運用改善と合わせ
て水道使用量の削減を推進している。2021年5
月現在で2019年同期間に対し18.4%水道料金を
削減できている。

その他さまざまな環境負荷低減に向けた取り組みをしています。
詳細はサステナビリティサイトをご覧ください。
https://www.toridoll.com/sustainability/
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1．対象範囲 株式会社トリドールホールディングス、
株式会社丸亀製麺関連部署、認証取得対象９店舗

2．対象期間 2021年4月～2022年3月

3．取組の評価 エコアクション21の全社導入に向けた準備の進展に伴
い、店舗スタッフの環境意識が高まりつつある。
全社原単位ベースではエネルギー消費やＧＨＧ排出削減に
大きな成果を得ている半面で、認証対象店舗では個店別
総量目標の未達成が発生しており、全社目標と個店別目
標の設定の仕方について課題が残った。
また食品廃棄物削減及び食品リサイクルは環境経営目標
との乖離が大きく、取組の抜本的見直しが必要である。

４．指示事項

以下の3点について重点課題として取り組むこと

①：食品廃棄物の削減に最優先で取り組むこと

②：食品リサイクルを拡大するための、ロードマップ作製を急ぐこと

③：ＥＡ21の認証範囲拡大を推進し、継続的な環境負荷軽減を実現させること

11. 代表者による全体評価と見直し

株式会社トリドールホールディングスの環境経営全体の
取組状況およびその効果について確認した結果、来期の取組に
向けて下記の通り指示する。

代表取締役社長 粟田 貴也


